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次世代を担う
あなた！

青年部会員募集!
[詳しくは事務局まで]担当石山

DEVELOPMENT青年部会ではSDGSIこ

G€MLS取リ組んでいます

青年部会Hp内でもご覧になれます。 次回の青年部会通信は令和4年8ガ号を予定しております:
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